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９月定例会（主な議決事項）

 

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

（
会
期　

８
月
30
日
～
９
月
30
日
）

８
月
30
日
か
ら
第
３
回
定
例

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
報
告
２
件
、

認
定
10
件
、
諮
問
３
件
、
14
議
案

が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
請
願
１
件

を
趣
旨
採
択
し
、
意
見
書
１
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
11

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
と

活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
９
～
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議

案
の
審
査
の
他
、
事
務
事
業
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。（
４
～
５
ペ

ー
ジ
参
照
）

令和３年度 一般会計補正予算（第６・７号）令和３年度 一般会計補正予算（第６・７号）

３億４７４３万円３億４７４３万円 追加
《一般会計予算総額》

２８７億２６２９万３千円

豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正

豊後大野市立幼稚園設置条例の一部改正

浄化槽の譲与

市立通山幼稚園の廃止

総合文化センター管理事業

ケーブルテレビ管理事業

都市計画総務事業

新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

道の駅等管理事業

小規模集落対策事業

207万 9千円追加 １０５６万８千円追加

５７７万５千円追加 １１９１万４千円追加

５００万円追加 ８２万円追加

総合文化センターにおけるオンライン会議等
の利用者に対応するため、Ｗｉ－Ｆｉ環境を
整備するもの。

コロナ禍の影響によるケーブルテレビ加入者
数の増加に伴い、ケーブルテレビ機器を追加
購入等するもの。

空き家等除去に係る申請件数の増加に伴う	
もの。

ワクチン接種に係る業務について、職員	
体制の強化を図るために人件費の増額を行う
もの。

「道の駅おおの」の設備改修及び駐車場整備
工事と「道の駅原尻の滝」の厨房の空調設備
を更新するもの。

11 月に設立予定である小富士地区地域振興
協議会（緒方町）の地域支援員配置に伴い	
委託料を増額するもの。廃止となる通山幼稚園（犬飼町）

合併処理浄化槽

市が設置し、及び管理している浄化槽
について、補助金等に係る予算の執

行の適正化に関する法律施行令第 14 条第
1 項第 2 号に規定する期間が経過した浄化
槽を使用者等に譲与できることとするもの
です。

豊後大野市立通山幼稚園が今年度で３年
連続して休園することになったため、

市立幼稚園の規模配置の適正化方針により
当該幼稚園を廃止するものです。

補正予算の一部を紹介



（第74号2021.11） 455 （第74号2021.11）

議会版事務事業評価

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

各常任委員会で昨年度の事業の中から２～３事業ずつ選定し、
３日間にわたり、事務事業評価を実施しました。はじめに委

員個人ごとに事業結果に対する評価と今後の方向性を評価した上
で、委員間で討議し、委員会としての評価を決定しました。
　評価結果を執行部に伝えることで、今後の業務改善や予算確保な
どにつながっていくことが期待されます。

事務事業評価事務事業評価 を実施

事
務
事
業
評
価
の
流
れ

　
【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

　
　

執
行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
、
質

　

疑
応
答
。

●
評
価
シ
ー
ト
を
作
成

　
　

委
員
ご
と
に
評
価
。

　
【
２
日
目
】

●
評
価
シ
ー
ト
に
基
づ
き
自
由
討
議　

　
　

委
員
の
評
価
に
基
づ
き
、
委
員
相
互

　

に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
を
出
す
た

　

め
、
委
員
間
で
の
合
意
形
成
を
図
り
評

　

価
を
決
定
。

　
【
３
日
目
】

●
評
価
報
告
書
作
成　

　
　

委
員
会
と
し
て
の
評
価
結
果
の
報
告

　

書
を
作
成
。

　
【
本
会
議
終
了
後
】

●
評
価
報
告
書
を
市
長
に
送
付
。

　
【
来
年
２
月(

予
定)

】

●
評
価
結
果
の
反
映
状
況
を
執
行
部
が
議

　

会
に
報
告
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
管
理
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

本
市
が
抱
え
る
情
報
通
信
分
野
で
の

諸
課
題
を
総
合
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、

高
速
情
報
通
信
網
を
整
備
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。
防
災
、

福
祉
等
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

商
業
や
産
業
の
振
興
な
ど
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
や
地
域
の
振
興
に
生

か
し
、
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

良
好

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

器
具
備
品
の
経
年
劣
化
を
見
る
と
き
、

将
来
的
な
財
務
状
況
を
正
確
に
知
る
た

め
に
は
、
企
業
会
計
の
導
入
が
必
要
で

あ
る
。

　

本
事
業
も
開
始
10
年
を
経
過
し
、
伝

送
路
の
維
持
管
理
や
支
障
木
の
撤
去
な

ど
の
行
政
が
管
理
す
べ
き
事
業
と
、
国
の

民
間
移
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
定

管
理
の
方
法
な
ど
の
す
み
分
け
を
精
査

し
、
将
来
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く

時
期
で
も
あ
る
。

　

今
後
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
、

議
会
に
対
し
て
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
提
示
や
近
隣
市
等
の
状
況
に
つ
い
て

も
、
適
宜
説
明
を
求
め
る
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

男
女
共
同
参
画
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
経
済
活
動
の
成

熟
化
等
、
社
会
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化

に
対
応
し
て
い
く
上
で
、
男
女
が
互
い
に

そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
。　

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

男
女
共
同
参
画
社
会
が
進
め
ば
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
と
な
り
、
出
生
率
の
向
上
や

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
特
に
以
下
の
点
を
求
め
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
利
用
し
た
講
演

会
の
実
施
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
学
校
で

の
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

男
女
共
同
参
画
だ
よ
り「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

を
積
極
的
に
活
用
す
る
な
ど
し
、
市
民
に

向
け
た
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

朝
倉
文
夫
記
念
館
自
主
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

朝
倉
文
夫
の
顕
彰
の
た
め
、
資
料
調
査

を
行
い
、
そ
の
業
績
を
伝
え
る
。
ま
た
、

各
種
展
覧
会
を
開
催
し
、
市
民
が
芸
術
に

触
れ
る
機
会
を
拡
充
す
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

良
好

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

東
京
都
台
東
区
の
朝
倉
彫
塑(

ち
ょ
う

そ)

館
と
の
連
携
や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
入
場

者
の
増
加
を
図
る
こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

朝
倉
文
夫
記
念
公
園
管
理
事
業　

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

文
化
施
設
や
作
品
等
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
利
用
し
や
す
い
文
化
施
設

環
境
を
整
備
す
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

良
好

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

改
善

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

公
園
と
記
念
館
を
同
時
発
展
さ
せ
る
た

め
に
も
、
根
本
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
。
経
過
か
ら
現
状
を

維
持
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
運
営
委
員
会
で

の
活
発
な
議
論
を
求
め
る
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

飲
料
用
水
施
設
改
善
補
助
事
業　
　

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

市
営
水
道
の
普
及
し
て
い
な
い
地
域
の

施
設
の
新
設
及
び
修
繕
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康

増
進
と
公
衆
衛
生
の
確
保
及
び
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

拡
充

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

施
設
の
新
設
及
び
修
繕
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た
め
、
補
助
率
を
現
在
の
３

分
の
１
か
ら
２
分
の
１
へ
引
き
上
げ
る
よ

う
検
討
す
る
こ
と
。

　

工
事
や
修
繕
な
ど
技
術
的
な
側
面
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
市
営
水
道
の
給
水
区
域
拡

大
の
相
談
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
本
事
業
を
上
下
水
道
課
で
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
こ

と
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

◆
【
調
査
事
業
】

ジ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

教
育
活
動
の
推
進
や
ジ
オ
サ
イ
ト
の
保

護
・
保
全
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の

活
動
を
す
る
。
ま
た
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
道

の
駅
や
食
を
絡
め
た
「
体
験
型
」・「
交
流

型
」
の
商
品
を
造
成
し
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
。　

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

市
民
が
求
め
る
も
の
は
経
済
的
効
果
で

あ
り
、
具
体
的
な
成
果
が
見
え
な
い
。
今

後
よ
り
一
層
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組
み

改
善
を
図
る
こ
と
。

　

予
算
配
分
等
を
考
慮
し
、
教
育
、
ジ
オ

サ
イ
ト
の
保
護
・
保
全
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

市
民
へ
の
啓
発
・
普
及
活
動
に
さ
ら
に

力
を
入
れ
る
こ
と
。

　

◆
【
調
査
事
業
】

森
林
経
営
管
理
事
業　

　
【
事
業
の
目
的
（
抜
粋
）】

　

森
林
法
第
５
条
に
定
め
ら
れ
た
地
域
森

林
計
画
の
対
象
と
す
る
森
林
に
つ
い
て
、

市
が
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
定
め
、
自

ら
経
営
管
理
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
林

業
経
営
の
効
率
化
及
び
森
林
管
理
の
適
正

化
の
一
体
的
な
促
進
を
図
り
、
林
業
の
持

続
的
発
展
及
び
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
資
す
る
。

　
【
事
業
結
果
に
対
す
る
評
価
】

　
　

お
お
む
ね
適
正

　
【
事
業
の
今
後
の
方
向
性
】

　
　

継
続

　
【
提
言
な
ど
（
抜
粋
）】

　

本
事
業
は
、
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
令
和
６
年
度
か
ら
森
林
環

境
税
が
市
民
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
周
知
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

成
果
指
標
の
目
標
設
定
に
つ
い
て
は
疑

問
を
感
じ
る
が
、
森
林
環
境
譲
与
税
も
段

階
的
に
増
額
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
予

算
の
使
い
方
も
熟
考
し
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
。
ま
た
若
者
の
林
業
の
担
い
手
育
成

に
も
努
め
る
こ
と
。



《一般会計決算の内訳》

歳　入歳　出

合計 合計

①その他自主財源
　36億680万円（10.5％）

【内訳】
◆分担金及び負担金
　3億4050万円（1.0％）
◆使用料及び手数料
　4億5334万円（1.3％）
◆財産収入
　5481万円（0.2％）
◆寄附金
　2億7840万円（0.8％）
◆繰入金
　21億9205万円6.4％）
◆諸収入
　2億8772万円（0.8％）

②その他依存財源
　12億7440万円（3.7％）

【内訳】
◆地方譲与税
　4億524万円（1.2％）
◆地方交付金
　8億 6916万円（2.5％）

①その他の経費
　5億7641万円（1.7％）

【内訳】
◆維持補修費
　1億4327万円（0.4％）
◆積立金
　3億4165万円（1.0％）
◆投資・出資金・貸付金
　9149万円（0.3％）

自主財自主財源源
22.4％22.4％

繰越金繰越金
6億4237万円6億4237万円

1.9％1.9％

地方交付税地方交付税
102億5083万円102億5083万円

30.0％30.0％

国・県支出金国・県支出金
102億5177万円102億5177万円

29.9％29.9％

市債市債
48億627万円48億627万円

14.0％14.0％

市税市税
34億1240万円34億1240万円

10.0％10.0％

依存財依存財源源
77.6％77.6％

①①

②②

義務的経費義務的経費
36.7％36.7％

投資的経費投資的経費
24.6％24.6％

その他の経費その他の経費
38.7%38.7%

災害復旧事業費災害復旧事業費
2億3821万円2億3821万円

0.7％0.7％
人件費人件費

47億514万円47億514万円
14.2％14.2％

扶助費扶助費
46億9248万円46億9248万円

14.2％14.2％

公債費公債費
27億2446万円27億2446万円

8.3％8.3％
物件費物件費

39億1111万円39億1111万円
11.8％11.8％

補助費等補助費等
58億169万円58億169万円

17.6％17.6％

繰出金繰出金
25億1673万円25億1673万円

7.6％7.6％

普通建設事業費普通建設事業費
79億1148万円79億1148万円

23.9％23.9％

①①

330億 7771万円 342億 4484万円

５年間の一般会計歳出決算の推移

平成 28 年度

246 億 1815 万円246 億 1815 万円
249 億 4970 万円249 億 4970 万円

255 億 2582 万円255 億 2582 万円
271 億 2160 万円271 億 2160 万円

330 億 7771 万円330 億 7771 万円

平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度

※ 表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない箇所があります。
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９月定例会（決算認定）

会計名 歳　入 歳入前年比 歳出 歳出前年度比
一般会計 342億4483万5千円 ＋60億7214万2千円 330億7770万8千円 ＋59億5610万6千円

特
別
会
計

国民健康保険 48億7619万1千円 －4億3488万7千円 46億7989万4千円 －3億9992万1千円
後期高齢者医療 5億8282万7千円 ＋1439万7千円 5億7956万4千円 ＋1436万3千円

介護保険 66億4056万4千円 ＋1億1595万3千円 65億4348万7千円 ＋3080万7千円
農業集落排水 2億990万2千円 －1194万7千円 1億8674万5千円 －250万9千円
浄化槽施設 4645万4千円 ＋119万4千円 4099万8千円 ＋241万7千円

計 123億5593万8千円 －3億1529万円 120億3068万8千円 －3億5484万3千円
合計 466億77万3千円 ＋57億5685万2千円 451億839万6千円 ＋56億126万3千円

会計名 歳　入 歳入前年度比 歳出 歳出前年度比

企
業
会
計

上水道
収益的収支 5億5180万9千円 ＋3468万5千円 5億6741万4千円 ＋1166万1千円
資本的収支 1億1020万6千円 ＋5399万2千円 3億5967万3千円 ＋1億2130万8千円

病 院
事 業

収益的収支 39億853万4千円 ＋4億301万7千円 35億7642万3千円 －8995万8千円
資本的収支 1億4111万7千円 ＋1419万円 3億7870万円 －327万5千円

電 気
事 業

収益的収支 1億2115万2千円 ＋1295万2千円 8563万4千円 ＋1299万5千円
資本的収支 3124万7千円 ＋2048万1千円 3124万7千円 ＋3124万7千円

公 共 
下水道

収益的収支 9591万9千円 8449万7千円
資本的収支 629万2千円 3608万9千円

《各会計の決算状況》

地方債（借金） 基金（貯金）
一般会計・特別会計 一般会計・特別会計

会　計　名 令和元年度末現在高 令和 2年度末現在高
一般会計 228億5278万5千円 250億3779万円

特　
別　
会　
計

農業集落排水 7億6030万4千円 6億8501万7千円

公 共 下 水 道 2億4322万8千円 2億1343万2千円

浄 化 槽 施 設 3560万5千円 3251万4千円

上 水 道 34億4187万7千円 32億7642万8千円

豊後大野市病院 23億5310万3千円 21億6068万2千円

合　計 296億8690万2千円 314億586万3千円

基　金　名 令和元年度末現在高 令和 2年度末現在高
一
般
会
計

財政調整基金 62億1177万7千円 58億6454万7千円
減 債 基 金 17億8023万円 17億8388万8千円
その他特定目的基金 111億3823万7千円 100億9196万5千円
その他定額運用基金 6億8083万円 6億7083万円

特
別
会
計

国民健康保険基金 4億9575万2千円 5億4228万2千円
高額療養費貸付基金 500万円 500万円
国民健康保険出産資金貸付基金 300万円 0円
介護給付費準備基金 4億8815万1千円 4億1508万6千円
農業集落排水事業基金 839万6千円 839万6千円
公共下水道事業基金 207万8千円 0円
浄化槽整備推進事業基金 480万5千円 480万5千円
合　計 208億1825万6千円 193億8679万9千円

令
和
２
年
度
決
算
に
係
る
決

算
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
の
指
標
と
な
る

健
全
化
判
断
比
率
は
実
質
収
支
、

連
結
実
質
収
支
と
も
黒
字
の
た

め
基
準
値
の
範
囲
内
に
あ
り
、

財
政
の
健
全
性
が
確
保
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

基
金
は
25
基
金
で
、
年

度
末
現
在
高
の
合
計
額
は

１
９
３
億
８
６
７
９
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
予
算
の
計
画
的
な
執

行
に
努
め
、
効
率
的
、
効
果
的

な
財
政
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
等
あ
ら
た
に
生

じ
た
社
会
環
境
の
変
化
や
解
決

す
べ
き
課
題
を
踏
ま
え
、
財
政

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
全

な
財
政
運
営
に
期
待
し
ま
す
。

各
公
営
企
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
公
営
企
業
会
計
へ
移

行
し
て
２
年
目
と
な
る
電
気

事
業
（
太
陽
光
発
電
所
）
が
、

４
４
４
０
万
９
千
円
の
純
利
益

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
運
営
が

監
査
委
員
の
意
見

社
会
環
境
の

社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る

変
化
に
対
応
で
き
る

健
全
な
財
政
運
営
を

健
全
な
財
政
運
営
を

順
調
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
３
１
６
９
万
２
千
円
の

純
損
失
が
生
じ
て
お
り
、
次
年

度
予
定
さ
れ
て
い
る
経
営
戦
略

の
見
直
し
を
含
め
抜
本
的
な
解

決
策
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ

り
企
業
会
計
へ
移
行
し
た
公
共

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

営
戦
略
に
基
づ
い
た
事
業
運
営

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
企
業

会
計
財
務
諸
表
等
の
情
報
を
分

析
し
、
今
後
の
経
営
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

病
院
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重
点
医
療
機

関
と
し
て
、
通
常
と
は
異
な
る

診
療
体
制
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
感
染
症
対
応
に
と

も
な
う
補
助
金
等
に
よ
り
単
年

度
で
は
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
人
口
減

少
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
引
き
続

き
、
経
費
削
減
や
合
理
化
を
推

進
す
る
な
ど
、
業
務
の
効
率
化

や
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。 芝田榮造

代表監査委員

令和2年度 決算決算
一般会計　歳出決算は前年度に比べ 59 億 5610 万 6 千円増加

認
定
認
定

決
算
特
別
委
員
会
（
田

嶋
栄
一
委
員
長
）
が
、

９
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
上
水
道
・

病
院
事
業
特
別
会
計
等
の
決

算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
慎
重
審
査
の
結

果
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
９
月
30
日
の
本
会
議

で
採
決
の
結
果
、
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
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令和 2 年度事業

原田健蔵（10 ページ）

高野辰代（15 ページ）

佐藤昭生（16 ページ）

赤峰映洋（17 ページ）

後藤雅克（18 ページ）

川野辰徳（19 ページ）

首藤正光（20 ページ）

吉藤里美（11 ページ）

春野慶司（13 ページ）

田嶋栄一（12 ページ）

工藤秀典（14 ページ）

•	「大分県主要農作物等種子条例」の制定に	
	 ついて
•	 ワンストップ窓口の設置について

•	 本市の防災・減災の取組について
•	 本市の移住定住施策と空き家対策について

•	 歯と口の健康づくりについて
•	 情報通信について
•	 学童保育と作業療法士の連携事業について

•	 新型コロナ感染防止策で国の財政が厳しくなって
　いる中、本市の財政にどのような影響があるのか
•	 本市の基幹産業である農業の生産、流通にコロ
　ナ禍の影響をどの程度把握しているのか
•	 新図書館の利用促進について

•	 経営所得安定対策等推進事業費について
•	 消防団員の処遇改善等について

•	 歯科衛生士の正規雇用について
•	 夏秋ピーマンの生産性向上と今後の取組について
•	 三重原地区の悪臭問題について

•	 クヌギの利用について
•	 農業用水路について
•	 空き家バンクについて

•	 小中一貫教育の推進状況等について
•	 公共交通の充実について
•	 地域が取り組む子育て支援の充実について

•	 市内の７公民館及び 17体育施設の指定管理に	
　ついて
•	 総括原価方式又はそれに準じた料金算定方式の
　導入検討について

•	 鳥獣被害対策について
•	 空き家等の適正管理について

•	 国道 442 号の改良工事に対する市の考え方に	
　ついて
•	 奨学金返還支援制度について
•	 森林環境譲与税を活用して子どもたちへ市内産
　の木材を使った机を送ることは考えられないか
•	 農地の管理方法について

1111人人のの議員議員 市政市政がが を問うを問う

9月７日から３日間にわたり行われた一般質問には１１人の議員が登壇し、歯と口の健康づくり、
新図書館の利用促進、消防団員の処遇改善等についてなど２９項目にわたり、執行部と活発な論

戦を展開しました。
　議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議
場での傍聴をお待ちしております。
　なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。
　※新型コロナウイルス感染症対策でアクリル板を設置して行いました。

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問　
　　は各定例会で行われ、本市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人60分以内の一問一答方式で行っています。

一 般 質 問

防災備蓄倉庫を新たに建設するため、市役所倉

庫の解体工事が行われました。

市営市原住宅の２期建替工事が始まりました。

施設の経年劣化が進んでいた白鹿浄化センター

設備の大規模な改修が実施されました。

図書館・資料館の整備工事が行われました。

旧緒方工業高校跡地の整備活用のため、旧緒方

工業高校体育館の解体工事が行われました。

令和２年度に実施された事業に注目令和２年度に実施された事業に注目
令和２年度にどのような事業が実施されたか、その一部を紹介します。



一 般 質 問～ 11 人の市議が市政を問う～
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市
民
の
死
亡
に
関
す

る

「お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」

に
つ
い
て
伺
う
。

本
年
４
月
に
開
校
し
た

朝
地
小
中
学
校
で
分
か
っ

た
小
中
一
貫
教
育
校
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

現
在
の
推
進
状
況
は
。

教
育
環
境
の
整
備
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

路
線
バ
ス
の
廃
止
や
ダ

イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
大
野

町
～
大
分
市
間
の
便
が
な

く
な
り
困
っ
て
い
る
と
の

声
を
聞
く
。
大
野
町
～
犬

飼
駅
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
ま
た
は
路
線
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
検
討
で
き

な
い
か
。

公
民
館
等
の
公
共
施
設

を
子
ど
も
食
堂
に
使
わ
せ

て
も
ら
え
な
い
か
。

「
断
ら
な
い
相
談
支
援

窓
口
」
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
庁
で
は
死
亡
届
が
提

出
さ
れ
る
と
、
戸
籍
住
民

係
が
必
要
な
手
続
き
と
担

当
課
を
記
載
し
た
「
手
続

き
先
ご
案
内
」
を
事
前
に

作
成
し
、
後
日
、
ご
遺
族

が
手
続
き
に
来
庁
さ
れ
た

際
に
渡
し
て
い
る
。

　

支
所
の
場
合
は
一
つ
の

窓
口
で
手
続
き
で
き
る
が
、

本
庁
で
は
各
課
へ
の
移
動

が
必
要
な
た
め
、こ
の「
手

続
き
先
ご
案
内
」
に
よ
り

　

平
成
30
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
改
正
社
会
福
祉
法

に
お
い
て
、「
地
域
共
生

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民

や
世
帯
が
抱
え
る
多
様
で

複
合
的
な
生
活
課
題
に
つ

い
て
、
住
民
や
関
係
機
関

と
の
連
携
等
に
よ
り
解
決

質

質

質

質

質

質

質

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

生
活
福
祉
統
括
理
事

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

ワンストップ窓口の設置はワンストップ窓口の設置は

子ども食堂へ子ども食堂へ
支援の充実を支援の充実を

すべての窓口が案内係である
という意識を持ち対応する

子どもの居場所確保に努める

手
続
き
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

　

特
に
高
齢
の
方
に
な
る

と
、
よ
り
専
門
的
な
対
応

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

る
た
め
、
各
課
の
窓
口
で

ゆ
っ
く
り
と
話
を
伺
い
な

が
ら
適
切
な
助
言
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
「
全
て
の
窓
口

が
案
内
係
」
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
対
応
す
る

よ
う
努
め
る
。

三重町市場の子ども食堂
（三重第一小学校付近）

市 民 ク ラ ブ

吉
よし

藤
ふじ

里
さと

美
み

黎 明 会

原
はら

田
だ

健
けん

蔵
ぞう

を
目
指
す
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
に
再

度
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉

法
に
お
い
て
、
地
域
住
民

の
複
雑
化･

複
合
化
し
た

支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

包
括
的
な
支
援
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、「
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
」
が

創
設
さ
れ
、
本
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
事

業
に
は
「
相
談
支
援
・
参

加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に

そ
の
他
の
質
問

・
「
大
分
県
主
要
農
作
物

　
等
種
子
条
例
」
の
制
定

　
に
つ
い
て

遺族に渡される「手続き先ご案内」

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
る
よ
う
努
力
す
る

小
中
一
貫
教
育
校
の
推
進

小
中
一
貫
教
育
校
の
推
進

説
明
不
足
で
は

説
明
不
足
で
は

　

６
・
３
制
の
中
で
最
上

級
生
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た

６
年
生
が
中
期
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の

機
会
を
失
う
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
リ
ー
ダ
ー
性
の
育

　

子
ど
も
の
意
向
や
考
え

方
を
尊
重
し
な
が
ら
保
護

者
の
意
向
を
最
優
先
に
し

て
、
地
域
や
自
治
会
の
皆

さ
ま
と
の
合
意
形
成
を
前

提
と
し
、
今
後
も
引
き
続

き
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

　

今
般
の
小
中
一
貫
教
育

校
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、

７
つ
の
町
ご
と
の
小
・
中

学
校
の
施
設
の
立
地
状
況

や
環
境
、
児
童
生
徒
数
等

に
応
じ
て
、
随
時
、
個
々

の
改
修
等
に
係
る
年
次
計

画
の
見
直
し
、
校
舎
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

　

乗
り
継
ぎ
路
線
等
の
考

え
も
あ
る
の
で
、
今
年
度

計
画
す
る
地
域
公
共
交
通

計
画
の
見
直
し
に
併
せ
て

検
討
し
た
い
が
、
現
在
は

可
能
か
否
か
判
断
で
き
な

い
。

　

貸
し
出
し
は
で
き
る
が

減
免
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
。

答

答

答

答

答

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

子
育
て
支
援
課
長

成
に
関
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

コミュニティバスとコミュニティバスと
他の公共交通機関他の公共交通機関
との連結をとの連結を

公共交通網の維持確保に努める

向
け
た
支
援
」
の
３
つ
が

あ
り
、「
断
ら
な
い
相
談

支
援
窓
口
」
は
「
相
談
支

援
」
で
取
り
組
む
こ
と
と

な
る
が
、
本
市
で
は
複
合

的
な
生
活
課
題
の
場
合
は
、

関
係
課
と
共
同
で
対
応
し

て
い
る
。

　

庁
内
の
関
係
課
の
ほ
か
、

社
協
に
も
参
加
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
今
後
も
相
談

支
援
窓
口
の
充
実
に
向
け

取
り
組
む
。



一 般 質 問～ 11 人の市議が市政を問う～

（第74号2021.11） 121313 （第74号2021.11）

サル被害が深刻化サル被害が深刻化

捕獲対策を進める

　

こ
の
法
人
を
指
定
管
理

者
の
受
け
皿
と
な
る
団
体

の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て

い
た
が
、
法
人
の
設
立
に

直
接
関
与
し
た
こ
と
は
な

い
。

　

公
募
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
選
定
に
つ
い
て
、
公

民
館
や
体
育
施
設
利
用
者

説
明
会
を
開
く
な
ど
市
民

答

答

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

捕獲後のサル

中央公民館で執務する
「ここからプラス」の職員

行
政
代
執
行
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

市
が
法
人
の
設
立
に
直
接
関
与
し
た
こ
と
は
な
い

犬
飼
駅
前
の
空
き
家
は

犬
飼
駅
前
の
空
き
家
は

豊
後
大
野
市
と
一
般
社
団
法
人

豊
後
大
野
市
と
一
般
社
団
法
人

こ
こ
か
ら
プ
ラ
ス
と
の
指
定
管
理

こ
こ
か
ら
プ
ラ
ス
と
の
指
定
管
理

契
約
に
つ
い
て

契
約
に
つ
い
て

黎 明 会

春
はる

野
の

慶
けい

司
し

黎 明 会

田
た

嶋
しま

栄
えい

一
いち

犬
飼
町
の
山
奥
区
で
は

ハ
ウ
ス
の
ニ
ン
ジ
ン
が
食

い
荒
ら
さ
れ
、
隣
の
長
谷

区
で
は
甘
太
く
ん
の
苗
が

引
き
抜
か
れ
る
な
ど
、
農

作
物
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
の
か
。

本
定
例
会
で
補
正
予
算

が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
大お

お

寒そ
う

地
区
に
大
型
囲
い
わ
な

を
設
置
予
定
と
い
う
こ
と

だ
が
、
長
谷
区
も
含
ま
れ

て
い
る
の
か
。

一
般
社
団
法
人
の
設
立

に
市
か
ら
の
働
き
か
け
は

な
か
っ
た
か
。

市
職
員
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
っ

た
法
人
で
あ
る
た
め
、
天

下
り
先
を
つ
く
っ
た
と
市

民
か
ら
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
よ
り
経
費
が
削
減
で
き

た
こ
と
か
ら
若
干
の
サ
ー

ビ
ス
低
下
は
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
が
、
市
民
に

そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
つ

も
り
が
あ
る
か
。

市
民
が
市
職
員
と
法
人

職
員
の
見
分
け
が
つ
く
よ

う
な
看
板
等
を
中
央
公
民

館
に
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

水
道
料
金
が
採
用
し
て

い
る
総
括
原
価
方
式
を
市

の
自
主
財
源
に
も
導
入
で

き
な
い
か
。

２
０
１
５
年
施
行
の
空

き
家
対
策
特
別
措
置
法

で
、
危
険
性
の
高
い
空
き

家
は
自
治
体
に
よ
る

「
行

政
代
執
行
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
撤
去
が
可
能

に
な
っ
た
。
こ
の
質
問
を

し
た
４
年
前
は
対
策
計
画

を
策
定
中
で
、
30
年
度
末

に
は
出
来
上
が
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
犬
飼
駅
前
の

老
朽
空
き
家
に
つ
い
て
、

市
は
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
の
理
解
を
求
め
な

が
ら
除
去
す
る
の
が
一
番

望
ま
し
い
と
思
う
が
、
市

外
在
住
者
に
は
市
の
思
い

が
届
か
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
行
政
代
執
行
も

質

質

質

質

質

質

質

質

質

　

群
れ
で
の
捕
獲
を
実
施

　

大
寒
地
区
に
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
た
め
、
次
回

か
ら
検
討
し
た
い
。　

　

豊
後
大
野
市
空
き
家
等

対
策
協
議
会
で
特
定
空
き

家
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
最

終
的
に
は
代
執
行
を
実
施

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

が
、
公
費
負
担
に
よ
る
公

益
性
や
公
平
性
を
検
討
し

た
上
で
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る

　

特
定
空
き
家
に
指
定
し
、

危
険
な
状
態
の
ま
ま
残
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
行

政
代
執
行
も
視
野
に
入
れ

た
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

答

答

答

答

農
林
整
備
課
長

農
林
整
備
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

す
る
た
め
、
大
型
囲
い
わ

な
を
試
験
的
に
設
置
し
た

い
と
考
え
、
予
算
を
本
定

例
会
に
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
被
害
防
止
施
設
の

設
置
や
、
地
域
住
民
が
協

力
し
て
追
い
払
い
活
動
を

行
う
よ
う
指
導
す
る
な
ど
、

サ
ル
被
害
対
策
に
取
り
組

む
。

や
む
を
得
な
い
の
で
は
な

い
か
。

へ
の
説
明
に
努
め
て
き
た

が
、
最
終
的
に
公
募
に
応

じ
た
の
は
１
団
体
に
と
ど

ま
り
、
当
該
法
人
が
選
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

手
続
き
に
は
透
明
性
が
確

保
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

市
民
に
対
し
情
報
提
供
を

通
じ
て
説
明
を
尽
く
し
て

い
く
。

　

削
減
額
は
正
規
職
員
と

指
定
管
理
者
に
お
け
る
同

種
職
員
の
人
件
費
の
差
額

が
主
な
も
の
で
、
事
業
運

営
に
要
す
る
経
費
は
、
令

和
２
年
度
当
初
予
算
ベ
ー

ス
で
算
定
し
て
い
る
の
で

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
の
職
員
は
、

法
人
名
が
記
載
さ
れ
た
名

札
を
着
用
し
て
い
る
こ
と

か
ら
そ
の
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
利
用
者
の

負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

導
入
の
検
討
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

答

答

答

社
会
教
育
課
長

社
会
教
育
課
長

財
政
課
長

総括原価方式又はそれに準じた総括原価方式又はそれに準じた
料金算定方式の導入検討について料金算定方式の導入検討について

導入の検討には至っていない



（第74号2021.11） 141515 （第74号2021.11）

国道４４２号の改良工事について国道４４２号の改良工事について

優先度を考慮し整備についての検討を行う

市 民 ク ラ ブ

工
く

藤
どう

秀
ひで

典
のり

一 般 質 問～ 11 人の市議が市政を問う～

そ
の
他
の
質
問

・
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

　
用
し
て
子
ど
も
た
ち
へ

　
市
内
産
の
木
材
を
使
っ

　
た
机
を
送
る
こ
と
は
考

　
え
ら
れ
な
い
か

・
農
地
の
管
理
方
法
に
つ

　
い
て

本市の防災ガイドブック

創 生 会

高
たか

野
の

辰
たつ

代
よ

盛
土
調
査
結
果
と
市
内

の
災
害
危
険
予
想
箇
所
の

把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織

状
況
と
活
動
事
業
補
助
金

の
活
用
状
況
並
び
に
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
業
務
状

況
は
。

移
住
定
住
施
策
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
在
住
者
が
新
築

や
改
修
を
す
る
場
合
に
も

補
助
が
必
要
と
考
え
る
が
、

施
策
拡
充
の
考
え
は
な
い

か
。

質

質

質

質

　

盛
土
調
査
箇
所
は
38
カ

所
で
異
常
な
し
。
災
害
危

険
予
想
箇
所
は
２
５
８
１

カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
年
８
月
末
現
在
、

１
７
３
自
治
会
で
結
成
さ

れ
、
組
織
率
は
77
・
92
％

　

持
家
取
得
助
成
や
空
き

家
改
修
助
成
な
ど
を
利
用

し
た
移
住
者
数
は
、
平
成

26
年
度
か
ら
本
年
８
月

末
ま
で
で
１
６
２
世
帯
、

４
２
８
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

平
成
24
年
度
ま
で
実
施

し
て
い
た
が
、
定
住
の
効

果
が
思
っ
た
ほ
ど
得
ら
れ

て
い
な
い
と
判
断
し
、
そ

れ
以
降
は
県
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
い
る
。

答

答

答

答

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

総
務
企
画
統
括
理
事

大
分
市
境
か
ら
温
見
の

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
そ

れ
ほ
ど
難
工
事
と
思
わ
れ

な
い
の
で
、
そ
の
部
分
を

先
に
着
工
す
る
よ
う
県
に

要
望
で
き
な
い
か
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
内
容
を
伺
う
。

質

質

　

朝
地
町
温
見
地
区
の
未

整
備
区
間
の
早
期
着
手
に

対
す
る
昨
年
度
の
県
豊
後

大
野
土
木
事
務
所
か
ら
の

回
答
で
は
、「
一
般
国
道

４
４
２
号
朝
地
町
温
見
地

区
の
要
望
箇
所
の
整
備
に

　

本
市
で
は
、
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
高
校
等
を

卒
業
し
た
者
に
対
し
、
そ

の
奨
学
金
の
返
還
を
支
援

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

教
育
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
と
と

答

答

建
設
課
長

教
育
次
長

つ
い
て
は
、
大
分
市
と
の

境
に
位
置
し
て
お
り
、
大

分
土
木
事
務
所
と
事
業
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
管

内
の
他
の
未
改
良
箇
所
と

の
優
先
度
を
考
慮
し
、
整

備
に
つ
い
て
の
検
討
を
行

い
た
い
」
と
の
内
容
だ
っ

た
。

　

本
市
と
し
て
も
、
朝
地

町
温
見
地
区
の
早
期
着
手

に
向
け
、
引
き
続
き
県
議

会
土
木
建
築
委
員
会
や
県

豊
後
大
野
土
木
事
務
所
に

要
望
し
て
い
く
。

国道４４２号（朝地町温見地区）

奨学金返還支援制度について奨学金返還支援制度について

本制度の周知に努める

も
に
、
本
市
へ
の
若
者
の

移
住
・
定
住
及
び
地
元
就

職
を
促
進
す
る
た
め
、
令

和
２
年
４
月
に
豊
後
大
野

市
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
交
付
要
綱
を
制
定
し
た
。

　

内
容
は
、
補
助
金
の
交

付
を
申
請
す
る
年
度
の
前

年
度
１
年
間
に
返
還
し
た

奨
学
金
の
３
分
の
２
、
上

限
20
万
円
を
５
年
間
で
最

大
１
０
０
万
円
助
成
す
る

も
の
で
あ
り
、
最
初
の
申

請
時
に
30
歳
以
下
で
あ
る

こ
と
等
の
要
件
が
あ
る
。

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
は

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
は

で
あ
る
。
ま
た
令
和
３
年

度
は
８
月
末
現
在
で
活
動

事
業
補
助
金
は
５
組
織
の

申
請
が
あ
り
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
は
12
回
活
動
し

て
い
る
。

各
指
定
避
難
所
に
お
け

る
現
在
の
事
前
準
備
に
つ

い
て
伺
う
。

質

　

毎
年
度
、
各
避
難
所
に

配
備
す
る
職
員
を
選
任
す

る
と
と
も
に
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
感
染
症
対

策
編
を
作
成
し
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
運
営
が
で

き
る
よ
う
訓
練
等
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

答
総
務
企
画
統
括
理
事

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
要
望
、
要
請
行
動
を
県

に
対
し
て
し
て
き
た
の
か
。

質
　

毎
年
５
月
に
大
分
県
議

会
土
木
建
築
委
員
会
へ
県

事
業
の
要
望
書
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
12
月
に
は

市
内
の
各
地
元
期
成
会
の

皆
さ
ま
と
共
に
、
大
分
県

豊
後
大
野
土
木
事
務
所
へ

一
括
要
望
と
し
て
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。

答
建
設
課
長

移住定住施策と空き家対策移住定住施策と空き家対策
についてについて

移住定住施策を一層推進する

小
学
１
年
や
中
学
１
年

時
に
お
い
て
の
入
学
準
備

金
助
成
に
つ
い
て
の
考
え

は
な
い
か

質
　

現
在
小
学
校
１
年
生
に

千
円
相
当
の
本
、
中
学
校

１
年
生
に
５
千
円
相
当
の

学
習
用
副
教
材
等
の
購
入

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

答
総
務
企
画
統
括
理
事
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一 般 質 問～ 11 人の市議が市政を問う～

創 生 会

赤
あ か

峰
み ね

映
て る

洋
ひ ろ

発
達
障
が
い
等
に
関
す

る
知
識
を
有
す
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
巡
回
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
作
業
療
法
士
）

が
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し
、
子

ど
も
や
支
援
員
、
保
護
者

の
話
を
聞
き
取
り
、
助
言

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

答
子
育
て
支
援
課
長

歯と口の健康づくりについて歯と口の健康づくりについて

情報通信について情報通信について

学童保育と学童保育と
作業療法士の作業療法士の
連携事業について連携事業について

全てのライフステージで取り組む

Ｗｉ - Ｆｉ環境を整備する

継続して取り組む

質

Wi-Fi が整備されている道の駅みえ

市民に好評の図書館

黎 明 会

佐
さ

藤
とう

昭
あき

生
お

本
市
に
お
け
る
口
腔
保

健
対
策
の
具
体
的
な
取
り

組
み
内
容
と
子
ど
も
の
虫

歯
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
市
内
に
無
料
Ｗ
ｉ 

-

Ｆ
ｉ
は
ど
の
程
度
あ
る

の
か
。
ま
た
、
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
増
加
を
見
込

ん
だ
設
置
計
画
が
あ
れ
ば

伺
う
。

岡
山
県
学
童
保
育
連
絡

協
議
会
で
は
、
学
童
保
育

と
作
業
療
法
士
の
連
携
を

ス
タ
ー
ト
し
、
先
進
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
だ
が
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

質

質

　

市
の
健
康
づ
く
り
計
画

に
基
づ
き
、
口
腔
保
健
対

策
を
妊
娠
期
か
ら
高
齢
期

ま
で
の
全
て
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
健
康

づ
く
り
の
基
本
施
策
に
位

置
づ
け
、
歯
と
口
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

虫
歯
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
学
校
教
育
基
本

方
針
で
、「
虫
歯
ゼ
ロ
」を

　

観
光
等
の
交
流
人
口
関

連
と
し
て
各
道
の
駅
や
三

重
町
駅
、
祖
母
山
登
山
口

入
り
口
、
傾
山
登
山
口
入

答

答

生
活
福
祉
統
括
理
事

総
務
課
長

重
点
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、

虫
歯
対
策
を
「
食
育
の
推

進
」、「
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
」、「
歯
磨
き
指
導
」

の
３
つ
の
柱
で
進
め
て
い

る
。

り
口
な
ど
計
15
カ
所
に
整

備
し
て
お
り
、
本
年
度
は

各
支
所
に
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
エ
イ
ト
ピ

ア
お
お
の
施
設
内
に
も
整

備
し
、
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
を

可
能
に
す
る
。

　

今
後
も
必
要
に
応
じ
て

整
備
し
、
観
光
客
の
誘
客

促
進
や
市
民
の
利
便
性
向

上
を
図
る
。

積
極
的
な
積
み
立
て
を
行
う

基
金
の
推
移
は

基
金
の
推
移
は

令
和
２
年
度
末
は
基
金

が
全
体
と
し
て
前
年
よ
り

も
14
億
円
ほ
ど
減
少
し
て

い
る
。
こ
れ
は
各
支
所
等

の
大
型
事
業
の
整
備
に
伴

い
公
共
施
設
整
備
基
金
が

減
少
し
た
こ
と
が
原
因
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

令
和
２
年
度
の
自
主
財

源
比
率
は
22
・
４
％
で
あ

質

質
　

今
後
も
市
道
等
を
含
む

公
共
施
設
の
整
備
や
維
持

保
全
が
継
続
し
て
実
施
で

き
る
よ
う
、
公
共
施
設
整

備
基
金
へ
の
積
極
的
な
積

み
立
て
を
行
う
。

答
財
政
課
長

る
が
、
人
口
減
少
や
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
あ
っ
た
の

か
。

　

令
和
２
年
度
の
自
主
財

源
比
率
は
前
年
度
と
比
較

し
て
２
・
８
％
減
少
し
て

い
る
が
、
主
な
要
因
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
関
連
事
業
の
実

施
に
伴
う
国
庫
補
助
金
等

の
増
加
で
あ
る
。

　

自
主
財
源
の
総
額
も
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約

５
億
８
千
万
円
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
比
率
減
少
の
要
因
が
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に

伴
う
も
の
と
は
捉
え
て
い

な
い
。

　

す
で
に
県
内
で
は
補

助
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
た
め
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

　

旧
図
書
館
で
は
同
様
の

意
見
を
い
た
だ
き
、平
成

28
年
度
か
ら
令
和
元
年
度

ま
で
の
４
年
間
、閉
館
時

間
を
午
後
７
時
と
し
て
い

た
。し
か
し
、18
時
台
の
利

用
が
大
変
少
な
か
っ
た
た

め
、新
図
書
館
オ
ー
プ
ン

に
合
わ
せ
て
閉
館
時
間
の

見
直
し
を
行
い
、平
日
は

午
後
６
時
ま
で
、土
曜
日

は
午
後
５
時
ま
で
と
し
た
。

答

答

答

財
政
課
長

農
業
振
興
課
長

社
会
教
育
課
長

生 分解マルチに生 分解マルチに
補助金を補助金を

図書館の閉館時間を図書館の閉館時間を
延長してはどうか延長してはどうか

調査研究をしていく

利用者から直接要望は
いただいていない

本
市
の
農
場
に
お
い
て

ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
の
使
用

量
は
膨
大
で
、
そ
の
処
理

に
は
大
変
な
労
力
を
要
す

る
。
今
、
植
物
を
原
料
と

す
る
生
分
解
マ
ル
チ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市

と
し
て
こ
の
マ
ル
チ
に
補

助
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

新
図
書
館
の
閉
館
時
間

を
延
ば
す
予
定
は
な
い
か
。

質

質
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創 生 会

後
ご

藤
とう

雅
まさ

克
かつ

消防団員の処遇改善は消防団員の処遇改善は
団員を確保し地域防災力の
充実強化を図る

豊後大野市消防団　中級幹部訓練

市
の
歯
科
衛
生
士
が

開
催
す
る
歯
科
教
室

そ
の
他
の
質
問

・
経
営
所
得
安
定
対
策
等

　
推
進
事
業
費
に
つ
い
て

現
在
の
職
員
体
制
で
十
分
機
能
し
て
い
る

歯
科
衛
生
士
の
正
規
雇
用
に
つ
い
て

歯
科
衛
生
士
の
正
規
雇
用
に
つ
い
て

無 会 派

川
かわ

野
の

辰
たつ

徳
のり

本
市
消
防
団
の
現
状
と

課
題
は
。

消
防
庁
長
官
通
知
に
対

す
る
本
市
の
対
応
は
。

質

質

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現

在
の
消
防
団
員
の
実
員
数

は
９
７
３
名
、
平
均
年
齢

は
42
・
２
歳
で
、
条
例
定

員
に
対
し
て
１
０
７
名
少

な
く
、
団
員
充
足
率
は

90
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
、

豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
に
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
向
上

が
上
げ
ら
れ
る
。

　

本
年
４
月
13
日
付
で
消

防
庁
長
官
か
ら
「
消
防
団

員
の
報
酬
等
の
基
準
の
策

定
等
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
通
知
が
発
出
さ
れ
た
。

そ
の
通
知
で
は
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

年
額
報
酬
の
額
は
団
員
で

３
万
６
５
０
０
円
、
出
動

報
酬
の
額
は
、
災
害
に
関

す
る
出
動
に
つ
い
て
は
１

答

答

消
防
長

消
防
長

　

消
防
団
は
地
域
防
災
力

の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と

が
で
き
ず
、
他
に
替
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
近
い

将
来
必
ず
起
こ
る
大
規
模

災
害
に
備
え
、
住
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
の
保

護
を
行
う
た
め
、
地
域
や

自
治
会
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
何
と
し
て
で
も
団

員
を
確
保
し
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

日
８
千
円
を
標
準
と
す
る

こ
と
等
を
検
討
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
つ
い
て
は
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
、
団

員
報
酬
１
万
９
千
円
を

２
万
２
千
円
に
、
ま
た
、

出
動
手
当
は
緊
急
出
動

１
回
に
つ
き
２
千
円
を

２
５
０
０
円
に
す
る
と
と

も
に
、
１
回
の
出
動
に
つ

き
半
日
を
超
え
て
従
事
し

た
場
合
は
２
５
０
０
円
を

加
算
し
５
千
円
と
す
る
よ

う
改
定
し
た
。

　

今
後
の
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
等
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
と
協
議
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
大
分
県
並
び

に
近
隣
市
町
村
と
も
情
報

交
換
を
緊
密
に
行
い
適
切

に
対
処
し
た
い
。

　

消
防
は
市
民
に
最
も
身

近
な
存
在
で
あ
る
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
消
防
本
部

と
消
防
団
が
力
を
合
わ
せ
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る

防
災
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。

歯
、
口
腔
の
健
康
推
進

は
医
療
費
や
介
護
保
険
料

の
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
専
門
職
で
あ
る
歯

科
衛
生
士
を
市
の
正
規
職

員
と
し
て
配
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

質
　

生
涯
の
健
康
づ
く
り
を

担
う
保
健
師
が
中
心
と

な
っ
て
事
業
の
企
画
、
運

答
市
民
生
活
課
長

営
を
行
い
、
健
康
推
進
室

内
の
栄
養
士
と
も
協
働
し

て
事
業
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
在
の
職
員

体
制
で
十
分
機
能
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

夏秋ピーマンの生産性向上と 夏秋ピーマンの生産性向上と 
今後の取り組みについて今後の取り組みについて

三重原地区の悪臭問題三重原地区の悪臭問題
についてについて

収入減少リスク低減への取り組みを推進する

臭気の改善に向け

取り組みを進める

夏
秋
ピ
ー
マ
ン
は
今
年

は
か
な
り
安
い
単
価
で
推

移
し
て
い
る
と
聞
く
。
中

間
売
り
上
げ
の
状
況
と
そ

の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

６
月
か
ら
今
日
ま
で
の

対
応
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

質

質

　

５
月
上
旬
は
キ
ロ
当
た

り
の
平
均
単
価
が
４
０
０

円
、
７
月
下
旬
で
２
０
８

円
と
下
落
傾
向
に
な
っ
た

が
、
出
荷
量
は
７
月
末
時

点
で
前
年
対
比
１
２
０
％

と
な
っ
た
。

　

単
価
下
落
の
影
響
に
対

す
る
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
野
菜
価
格

安
定
制
度
を
活
用
し
て

令
和
２
年
度
は
51
名
に

32
万
１
３
９
４
円
の
価
格

差
補
給
交
付
金
を
交
付
し

た
。

　

６
月
30
日
に
養
豚
事
業

者
か
ら
改
善
状
況
報
告
が

提
出
さ
れ
、
７
月
15
日
と

８
月
26
日
に
立
入
検
査
を

行
い
、
達
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
三
重
原
区
に
委

託
し
て
い
る
居
住
者
10
名

に
よ
る
６
段
階
評
価
で
の

日
々
の
臭
気
強
度
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
等
の

報
告
や
改
善
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

　

８
月
30
日
の
代
表
者
会

議
で
は
臭
気
の
低
減
が
図

ら
れ
て
い
な
い
と
の
意
見

が
あ
り
、
市
か
ら
は
、
堆

肥
舎
や
豚
舎
の
悪
臭
低
減

を
図
る
た
め
の
新
た
な
消

臭
資
材
の
導
入
に
向
け
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

答

答

農
業
振
興
課
長

産
業
建
設
統
括
理
事



９月定例会（賛否一覧） 一 般 質 問～ 11 人の市議が市政を問う～
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緑 政 会

首
しゅ

藤
とう

正
まさ

光
みつ

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　衞藤竜哉議員は議長職のため表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
年
月
日

議
決
結
果

市民クラブ 創生会 黎明会 政友会 緑政会

  　　　　　　　　　　　　　議員名  
件　名　　　　　　　　　　　　 

穴
見
　
眞
児

嶺
　
　
英
治

吉
藤
　
里
美

工
藤
　
秀
典

佐
藤
　
辰
己

赤
峰
　
映
洋

後
藤
　
雅
克

高
野
　
辰
代

田
嶋
　
栄
一

原
田
　
健
蔵

春
野
　
慶
司

佐
藤
　
昭
生

沓
掛
　
義
範

小
野
　
順
一

首
藤
　
正
光

川
野
　
優
治

川
野
　
辰
徳

人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第 2 号） 8月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第 3 号） 8月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦について（諮問第4号） 8月30日 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市一般会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市電気事業特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市上水道特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 2 年度豊後大野市病院事業特別会計歳入歳出決算認定について 9月30日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市税特別措置条例の一部改正について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市過疎地域持続的発展計画について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市立幼稚園設置条例の一部改正について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市電気事業特別会計補正予算（第 1 号） 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊後大野市浄化槽整備推進事業施設条例の一部改正について 9月30日 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

市道路線の認定について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市農業集落排水特別会計補正予算（第 1 号）9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市浄化槽施設特別会計補正予算（第 1 号）9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大分県主要農作物等種子条例制定に関する請願書 9月30日 不採択 × × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

伐採後の再造林等に関する請願書 9月30日 趣旨
採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 6 号） 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年度豊後大野市一般会計補正予算（第 7 号） 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公の施設の指定管理者の指定について 9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める
意見書

9月30日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況(令和3年第３回定例会）
木質バイオマス発電所における木質バイオマス発電所における
クヌギの燃料利用についてクヌギの燃料利用について

林業事業体と森林所有者に
引き続き要請する

シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て

適
さ
な
く
な
っ
た
ク
ヌ
ギ

を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
の
燃
料
と
し
て
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。

質
　

令
和
２
年
度
の
発
電
所

燃
料
使
用
量
は
約
19
万

３
８
９
７
ト
ン
で
、
そ
の

う
ち
豊
後
大
野
市
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
ク
ヌ
ギ
原
木

は
約
62
ト
ン
と
、
ク
ヌ
ギ

材
利
用
は
進
ん
で
い
な
い

状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
要
因
に
つ
い
て
大

野
郡
森
林
組
合
へ
聞
き
取

答
農
林
整
備
課
長

り
を
し
た
と
こ
ろ
、
森
林

経
営
計
画
を
策
定
し
て
い

る
ク
ヌ
ギ
林
の
多
く
は
、

シ
イ
タ
ケ
原
木
に
適
し
た

樹
齢
を
迎
え
て
い
な
い
も

の
が
多
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

市
と
し
て
も
、
市
内
に

シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て
の

適
齢
を
超
え
た
大
径
化
し

た
ク
ヌ
ギ
林
が
多
く
存
在

す
る
こ
と
は
認
識
し
て
お

り
、
ク
ヌ
ギ
林
の
循
環
利

用
促
進
も
重
要
な
課
題
と

考
え
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
径

化
し
た
ク
ヌ
ギ
林
の
森
林

経
営
計
画
策
定
や
大
径
化

し
た
ク
ヌ
ギ
の
伐
採
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
伐
採

後
の
ク
ヌ
ギ
材
に
つ
い
て

も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
へ
可
能
な
限
り
持

込
み
を
行
う
よ
う
、
林
業

事
業
体
と
森
林
所
有
者
に

対
し
引
き
続
き
要
請
し
て

い
く
。

農業用水路の危険場所は農業用水路の危険場所は

可能な限り情報の把握に努める

木質バイオマス発電所（エフオン豊後大野）

農
業
用
水
路
の
危
険
な

箇
所
は
何
カ
所
あ
る
の
か
。

質
　

開
水
路
で
蓋
が
け
や
転

落
防
止
柵
等
の
対
策
が
な

さ
れ
て
い
な
い
農
業
用
水

路
は
市
全
体
で
は
数
多
く

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
市

が
全
て
の
危
険
箇
所
を
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

答
農
林
整
備
課
長

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民

の
安
全
に
関
す
る
重
要
な

こ
と
で
あ
る
た
め
、
市
内

の
農
業
用
水
路
を
管
理
す

る
土
地
改
良
区
に
対
し
、

安
全
点
検
の
実
施
を
依
頼

し
危
険
箇
所
の
把
握
を
お

願
い
す
る
な
ど
、
関
係
機

関
の
協
力
を
得
な
が
ら
可

能
な
限
り
情
報
の
把
握
に

努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い

　
て



閉会中の議会の動き 第 10 回議会報告会のお知らせ

　７月２６日、新資料館見学会が開催され、市議会議員が担当職員か
ら説明を受けながら施設内部の見学を行いました。
　新資料館は令和３年７月１７日にオープンしています。

第 10回

議会報告会を開催します議会報告会を開催します

　議会の活動状況を知っていただくとともに、市民皆さまの 
ご意見をお聴きするために、議会報告会を開催します。

日　時 参加予定議員 場　所

11月 14日（日）
午後 2時～

衞藤　竜哉　　佐藤　辰己
沓掛　義範　　赤峰　映洋
川野　優治　　後藤　雅克
春野　慶司　　佐藤　昭生
工藤　秀典　　　　　　　

市役所5階　委員会室（三重）
【※手話言語通訳を行います】

11月 17日（水）
午後 7時～

田嶋　栄一　　首藤　正光
小野　順一　　穴見　眞児
吉藤　里美　　嶺　　英治
原田　健蔵　　高野　辰代
川野　辰徳　　　　　　　

市役所5階　委員会室（三重）
【※手話言語通訳を行います】

第１部　議会報告第１部　議会報告
第２部　意見交換第２部　意見交換

意見交換テーマ意見交換テーマ
「市政全般について」「市政全般について」

新型コロナウイルスの感染状況によっては中止になる場合がございます。

（第74号2021.11） 222323 （第74号2021.11）

議会日誌
7 月

8 月

9 月
6日㈫

7日㈬

9日㈫

14日㈬

19日㈪

28日㈬

23日㈪

27日㈮

30日㈪

22日㈬

30日㈭
7日㈫

8日㈬

9日㈭

14日㈫

15日㈬

16日㈭

17日㈮

21日㈫

本会議（閉会）

議会運営委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会広報編集特別委員会

議会運営委員会

議会活性化委員会

議会運営委員会

議会運営委員会

第 3回定例会開会（議案上程）

議会活性化委員会

議会広報編集特別委員会

決算特別委員会（一般会計）

本会議（閉会）

全員協議会

議会運営委員会

議会活性化委員会

本会議（一般質問）

議会運営委員会

本会議 ( 一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（議案質疑）

常任委員会

（総務・厚生文教・産業建設）

常任委員会

（総務・厚生文教・産業建設）

常任委員会

（厚生文教）

決算特別委員会（特別会計）

議会運営委員会

虚礼廃止にご理解ご協力をお願いします
議員は、公職選挙法に基づき以下の行為は禁止されています。

●お歳暮

●お中元

●年賀状 ●お祭りへの寄付

●初盆等のお供え ●暑中見舞い状 等

また、市民の皆さまが議員に寄附等を求めることも禁止されています。
趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

新資料館見学会を開催

ご都合の良い時間帯で、どなたでもご来場できます
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犬飼小の合い言葉

よりよい学校に向けて、全校児童生徒の心をつなぐ
　今年度、私たちの学校は豊後大野市で最初の小中一貫教育校、「朝
地小中学校」としてスタートし、新たな歴史を刻んでいます。
　新しい学校になって、私たちの活動で大きく変わったのは児童生
徒会です。５～９年生で組織し、今までの児童会、生徒会での活動
をひとつにまとめました。全校児童生徒が学校生活に関する様々な
問題を自分たちで解決し、より良い学校にするために自主的、積極
的に活動していくことを目標にしています。今までとは違う組織、
活動の方法、活動時間など、可能な限り小中で合わせています。話
し合いを重ね、全校で協力していくことで、さらにより良い学校に
なっていくと考えています。
　今は新型コロナウイルス感染症のため、活動には制限があります
が、他学年との交流や行事などを充実させていきたいです。これか
らも朝地小中学校、全校児童生徒１２３人の心をつなぎ、前に進ん
でいきます。

　犬飼小学校には、よりよい学校生活を過ごすための三つの合い言
葉があります。
　一つ目は、「にこにこあいさつ」です。朝は生活委員会を中心に、
元気よくあいさつができるようにあいさつ運動を行っています。他
にも、休み時間中には１～６年生の縦わり班に分かれて、校内でも
取り組み、あいさつが増えるように頑張っています。
　二つ目は、「もくもくそうじ」です。美化栽培委員会で黙々と掃
除ができているかの見回りを行っています。もくもくそうじをする
ことによって、掃除に集中でき、学校がきれいになっています。
　最後の三つ目は、一番力を入れている「ぽかぽかことば」です。日々
のうれしかった出来事をカードに書いてもらい、私たち計画委員が
給食中に放送をしています。この取り組みによって、良いことをし
た人、された人の両方の立場の人がうれしくなると思い、頑張って
います。
　これからも三つの合い言葉を頑張り、地域の人をぽかぽかさせた
いです。

朝地小中学校 9 年

犬 飼 小 学 校

板
い た く ら

倉 　 稜
り ょ う や

弥

児 童 会 6 年

広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 
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長
　
　
赤
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映
洋

副
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長
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小
野
　
順
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市や議会に対する
　 市民皆さまの思いを紹介

議会を傍聴してみませんか？

手続きは、受付で住所と名前を書くだけです。
お気軽に議会事務局にお尋ねください。

℡ 0974-22-1001
市内無料電話　9-22-1001

次回12月定例会は、11月29日に開会予定です。


